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歯科衛生士の「魂」を学ぶ場           校長補佐  原 田 英 夫 

 
 「歯科衛生士の仕事は他（患者さん）を第一に考える仕事である。そういう、自分

ではなく、他を第一とする職業を選択した君達を尊敬する。」これは入学直後のオリエ

ンテーションにいつも話す言葉である。人間は他から刺激を得て成長する、他とのか

かわりの中でしか生きられない。コラムニストの天野祐吉氏は言う。「品とは、どうす

れば人（他）が喜ぶか、どうすれば人に不快感を与えないかを考える人に備わる」と。 

 学生達は第一条件はクリアし、次はそれを実効あるものとするために、本校で知識・

技術・心を磨いている。その中でもカリキュラムの３６％を占める臨床実習は、｢歯科

衛生士｣の仕事の根本にかかわる「魂」を学ぶ場である。私たち教員は、「現場は宝の

山、謙虚に、誠実に、一生懸命取組み、かけがえのない宝を身につけ、一回りも二回

りも大きくなって戻って来い」と送り出します。 

 病院・医院・諸施設の指導者の皆様、いたらぬところの多い学生達ですが、どうぞ 

よろしくご指導お願いいたします。                    

                                   
１ 第 1 期臨床実習を終えて（１期臨床実習アンケートを中心として） 

臨床実習が５月１２日から始まり６月

１３日で第１期（20 日間）が終了しました。 

臨床実習の各期終了時に学生に実習につ

いてのアンケートを行っております。 

以下は第１期臨床実習アンケート集計

結果の主なものです。 

「実習内容で費やした時間の多いもの」

は、診療補助４７％、見学２９％であっ

た。昨年と違うところは、器材準備・片

付けが昨年の２４％に対し本年は１０％

となっている。 

「実習施設以外での時間の使い方」は、 

実習帳記録が６０％で、課題レポートな

どを含めると６７％となり、実習記録に

時間を多く使っていることが理解できる。 

「生活について」は、パン・御飯など主

食を含む食事について、朝食を毎日食べ

ている学生は７９％、昼食は９７％、夕

食は８４％であり、平均睡眠時間は６.７ 

時間であり、規則正しい生活が基本とな
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ることを示している。         

 また、平均勉強時間は、 

９０分で臨床実習開始前と 

比較すると約１時間増であった。 

「努力したこと・勉強になったこと」は、 

バキュームテクニック・ライティング３１％、 

患者さんの対応の仕方１３％、器具・器

材の準備１１％であった。 

「大変だったこと」は、『バキュームが思

うように出来なかった』、『患者さんにう

まく声が掛けられなかった』など、技術

面と人間的な面での基本的な事柄につい

ての力不足があげられている。 

「今後の心構え」は、『術式・器材を覚え、

常に先を考えてスムーズな動きができる

ようにしたい』、『カルテを読めるように 

し、治療の内容を理解して積極的に動き

たい』などが主なものであった。 

「臨床実習の感想」は、『先生も衛生士さ

んも真剣な気持ちで私たちに接してくれ、

感謝している』、『衛生士さんは診療室全

体の流れを意識し、テキパキと無駄のな

い動きをしていた。歯科衛生士の存在の

大切さがわかった。』などであった。 

＊学校の勉強だけでは理解できなかった

ことが、実際に現場で見たり体験したり

することで少しずつ理解でき、身につい

てきたようです。何かとご迷惑をおかけ

することがあると思いますが、引き続き

ご指導をお願いいたします。 

なお、本年度は「基礎･基本の徹底」と

「実習記録の充実」を課題として取組む

とともに、各期が積み重なっていくよう

に、それぞれの期の終わりに引継ぎ日を

設けました。 

初めての引継ぎでは、各病院・歯科医

院の基本的なシステム・流れについての

伝達を目的として行いました。 

また、その際、本年度の臨床実習課題

でもある「実習記録の充実」について、 

学生発表を行いました。 

２ 歯の衛生週間事業に参加して 
 臨床実習の一環として、毎年、各歯科

医師会で行われている歯の衛生週間事業

に参加させていただいております。今年

も岡崎歯科医師会、豊田加茂歯科医師会、 

安城市歯科医師会、西尾市歯科医師会、

知立市歯科医師会の事業に

参加させていただきました。       

＜学生の感想（抜粋）＞ 

『多くの人が歯の健康に関心を持ってい

ることを知り驚き、また、歯科衛生士の

仕事のやりがいを感じました。』 

『衛生士さんは子ども一人一人に合った

接し方をしており、ブラッシング指導も

説得力があり勉強になりました。』 

３ 今後の主な行事予定（2 年生） 
・臨床実習Ⅱ期終了 ７／２３（水） 

・終業式 ７／２５（金）    

・夏休み ７／２６（土）～９／４（木） 

・「福祉の村」実習 ８／１７（日） 

・始業式 ９／５（金） 

・臨床実習Ⅲ期開始 ９／９（火） 

＊施設実習については、まだ一部の学生

しか行っておりませんので、学生の感想

などは１８号に掲載を予定しております。 


